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研究成果概要 
 本研究目的は、「CANGAROO 望遠鏡 III」を用いて星生成領域を TeV ガンマ線で観測

し、星生成領域の高密度ガスによって隠された中性子星、超新星残骸、大質量星（O 型

星、B 型星）を世界に先駆けて発見することである。さらに、これらの天体が星生成領

域内の高密度ガスとの相互作用によって引き起こす現象のエネルギー・スペクトルと放

射の時間変動を調べ、その物理過程を解明することである。1990 年代、CGRO 衛星の

EGRET 検出器による GeV 付近のガンマ線観測で、HII 領域、分子雲、OB association
の近傍もしくは内部に数多くのガンマ線源が発見された。我々はこれら EGRET 未同定

天体の内の幾つかは、星形成領域内に隠された中性子星、超新星残骸、大質量星であり、

透過性の良い TeV ガンマ線で観測することで、その正体を解明できると期待している。 
 TeV エネルギー領域では、これまでに HESS 望遠鏡が他波長での対応天体が見つから

ない未同定天体を銀河面内に多数検出している。我々は、こうした HESS 未同定天体に、

注目して、CANGAROO 望遠鏡 III での観測を提案した。平成 18 年度には、HESS 
J1303-631 を星形成領域もしくはそれに伴う高密度領域に埋め込まれた高エネルギーガ

ンマ線天体と推定し、CANGAROO III 望遠鏡による観測の提案を行った。また、同様の

天体である、HESS J1804-216 の CANGAROO III の観測提案にも研究協力を行った。

その結果、両天体の観測が採択され、平成 20 年 12 月までに、HESS J1303-631 につい

ては 48 時間の観測を、HESS J1804-216 については 93 分 18 分の観測が行われた。 
 両天体とも、初期の成果は論文としてまとめられ、Proccedings と査読付き論文雑誌に

発表された（参照論文）。現在は、さらなる精密な解析結果と理論モデルの構築を行い論 
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文にまとめて発表の準備をしている所である。 
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